
【評価の実際】

関数 y＝ax２(１／３時)では，数学的な見方や考え方について，形成的な評価を行います。評価規準に

照らして，「努力を要する」状況(Ｃ)になりそうな生徒に対して適切な指導を行い，第 14 時の単元テス

トによる評価で，少なくとも「おおむね満足できる」状況(Ｂ)以上になるようにします。また，「十分満

足できる」状況(Ａ)にあると判断できる生徒を把握し，必要に応じて単元における総括の資料とします。

〔評価規準〕

・ ボールが落下しはじめてからの時間と落下した距離に着目し，数量の変化や対応の様子から，２

つの数量関係について説明することができる。 【数学的な見方や考え方】

ワークシート№２の記述で評価を行いました。

の記述(個人の考え)で，形成的な評価を行いました。また，黒色以外の色での記述は，学習

活動９の後半のグループでの話し合いと全体での発表の際に出た気付きです。個人の気付きとそれ以外

の気付きを，記述の色を変えることで適切な評価ができます。

〈生徒の記述より〉

「おおむね満足できる」状況(Ｂ)

・判定基準の①を記述している。

「おおむね満足できる」状況(Ｂ)：①～③のいずれか１つを書くことができる。

① xの値が２倍，３倍，・・・となると，y の値は４倍，９倍，・・・となる。

② y の値は，一定の割合で増加していない。

③ y は xに比例（反比例）しない。

y は xの一次関数ではない。

「十分満足できる」状況(Ａ)：④～⑥のいずれか１つを書くことができる。

④ xの値が２倍，３倍・・・となると，

y の値は２２倍，３２倍・・・となる。

⑤ y＝５ x ２ となる。
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・判定基準の③を記述している。

記述した内容以外の特徴がないかを考えさせました。また，グループでの話し合いや全体での発表で

出た特徴の中から，重要なものについては追加記述するように指示しました。

「十分満足できる」状況(Ａ)

・判定基準の④を記述している。



・判定基準の⑥を記述している。

「十分満足できる」状況(Ａ)にあると判断できるので，単元における総括の資料として，記録に残し

ました。

※ 「努力を要する」状況(Ｃ)と判断される生徒への指

導は，黒板に提示した３つの関数の変化について振り

返らせました。そのことを踏まえて，ヒントカードを

用いて x２の値を求めさせ，x２の値の変化や y の値と

の関係に着目して考えるように助言しました。


